
第44回
腎臓病の総合対策の確立
をめざすシンポジウム

2019年3月24日

ハートピア京都

主催：京都腎臓病総合対策推進協議会
共催：京都府医師会
後援：京都府、京都市、京都腎臓医会、京都糖尿病医会、日本腎臓病協会、
京都腎臓病患者協議会、京都腎臓・高血圧談話会、京滋CKD研究会
京都透析食腎臓病食研究会ほか





開会挨拶
京都腎臓病総合対策推進協議会会長
神田千秋先生

司会、進行
京都腎臓病総合対策推進協議会
事務局長 岩井 浩さん



基調講演1
司会：かぎもとクリニック院長 鍵本伸二先生

関西福祉科学大学健康福祉部
福祉栄養学科

教授 中村敏子先生
「腎臓病と食塩の深い関係」











基調講演2
司会：京都桂病院栄養科科長 川手由香先生

国立循環器病センター栄養管理室
室長 平野和保先生

「おいしく適塩、かるしおのすすめ」

お土産に一人ずつ、かるしおスプーン
をプレゼントして頂きました！









閉会挨拶
京都腎臓病総合対策推進協議会理事
川勝秀一先生



管理栄養士による栄養相談
望月貴子氏、澤村敦子氏

薬剤師によるおくすり相談
大橋泰裕氏、三宅健文氏



展示ブースや試供品を数多く御提供いただいた各社



中村先生には塩と血圧、腎臓病について大変分かりやすく教えて頂きました。またかるしおレ
シピという一大ムーブメントを巻き起こした国循の平野先生には、食塩の上手な控え方の工夫
を詳細に教えて頂きました。来年もさらに府民のためになるシンポジウムを開催しましょう！

今年もお疲れ様でした。


